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編 集 後 記

低温 セソターだより80号 をお届 け します。昭和46年4月 に学内共同利用施設 として低温

セ ソターが発足 したのを受けて、セソターだよ り第1号 が産声をあげたのが昭和48(1973)

年1月 でした。それか ら20年 、休む ことな く着実 に年4回 の発行 を続 けることが出来、80

号 発行 を迎 えることとなりま した。同人誌的 な冊子がこれほど長続 きして来れたのは、編

集長始 め各編集委員の計 り知れない努力によ り、学内の多彩 な研究の発掘が うまくい った

おかげだ と思 っています。編集委員だけで原稿を分担 していては、す ぐに息切れ して しま

うところを、毎号、学 内研究のなかか らホッ トな話題 をタイ ミソグ良 く集めて、的確 な執

筆老に投稿をお願いす ることが出来ま した。

今号 も、分子性金属や、STMの 話 題、誘電体 を読み出す とまず出て来て頭をひね らさ

れた ロー レソツ球が不用になるよ うな、マ クロから ミクロまで成 り立 つ理論の話 と、盛 り

だ くさんです。また、セ ソター発足前後の興味深い話を菅教授 から伺 うことが出来ま した。

また現在、セソター発足20年 を記念 して、関係者の方 々か らセソターにまつわる多数の寄

稿 をいただいて 「20周年記念誌」発刊 を準備 しており、近々お手元にお届け出来 る予定で

す。 ご期待下 さい。

私事 ですが、小生、27号 から編集、出版、発送 のお手伝いをさせていただいてきました

が、 この程低温セ ソターを離れることとなりま した。公私にわたってのお付き合いや、ご

無理を聞いていただいた研究老や事務の方々にこの場を借 りてお礼を申し上げるとともに、

今後 とも低温 センター、セ ソターだ よりに御愛顧 いただきます ようお願い します。
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表紙 説明 部分安定化ジル コニアのヘ リソグボーソ構造 を示す走査型 トソネル顕微鏡(STM)の
立 体像。

高温に強 い部分安定化 ジル コニアを、大気 中400か ら550Kで 、 あ るいは水中350Kで 保

持す ると脆 化 して しま う。この脆化は正方 晶か ら単斜晶への相変態に関係 している。変態後
の単斜晶はヘ リソグボーン構造をとる。 この変態がマルテソサイ ト的が拡散的か知

るため、相変態の後、走査型 トソネル顕微鏡で表面起伏を定量的 に観測 し(表 紙の図)、

理論計算結果と比較 した結果、この相変態がマルテソサイ ド的であることが明らかになっ
た。(本 文3頁 参照)


